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そこには明確な社会構造があると考えてよいだろ
う。そしてそれを「新自由主義的」と表現するの
に大きな瑕疵はないだろう。本研究の結果はおお
むねそのことを支持している。
　微視的なSocial Movementは、それぞれ個で見れ
ば判断が分かれる問題である。公園を残すか、保
育所をつくるか。親しまれた街並みに残すか、消
防法に基づき開発を進めるか。病院の跡地と小学
校を交換するべきか、しないべきか。児童館を廃
止し、子育てプラザにするか、児童館を残すか。
児童館を学校の中に入れて、民間委託するか、学
校に来たくない子どもの存在を、学校外に児童館
を建設するか。
　これはケースの枠内だけを問題にすれば、賛成
も反対も成り立つ。それらは次元を変えてみる
と、「新自由主義的な基礎自治体の開発のあらわれ」
であり、その特徴を有している。そうであるなら、
それは別々の事象ではなく、より上位の視点で関
連し合っている一つの現象である。
　基礎自治体において進行しつつある開発や民営
化は、新自由主義的開発という視点で検討する妥
当性はある。それは、一つ一つのSocial Movement
を個別に検討することと矛盾しない。それどこ
ろか、その視点を忘れて、Social Movementを個
別でしか見ない見識こそが不十分なのだろう。新
自由主義的開発の全体的な浸透は、個々のSocial 
Movementに対する判断にも影響を及ぼすからであ
る。先述したネオリベラルNPOのメディアやマス
コミ戦略は、この関係性（基礎自治体で全体的に
起きている新自由主義的開発と、個々の開発の関
係性）を見えずらくする役割を果たしている可能
性がある。
　もちろん、本研究の結果は全ての基礎自治体
に新自由主義的開発があると述べているのでは
ない。ただ、先の述べた10個の特徴を持つSocial 
Movementが基礎自治体で複数生じているときには、
そのことと、眼前の開発や民間委託、あるいは地
域資源の維持・開発についてのSocial Movementと
を関連させて理解すると、Social Movementに関
する判断が深まることを指摘しているに過ぎない。
これを踏まえて、新自由主義的開発という視点と、
個々のSocial Movementへのボトムアップ的関わり
は決して矛盾しない。両社の関係は相補的である
ことが示唆される。個別のケースを一つ一つ丁寧
に検討しながら、同時に、新自由主義的な開発と
いう視点を併用し、ケースを多角的に分析する必
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